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模擬取引事例の取引価格における例外対応について 
 

 謹啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申しあげます。 

 さて、模擬取引事例システムから取得した「模擬取引事例」のうち、取引価格につき

まして、下記をご確認の上、必要に応じてご対応をお願い申しあげます。 

敬 具 

 

記 

 

1. 例外対応の対象 

① 実地演習の細分化類型が「大規模画地」で最有効使用が「区画割り」である場合 

② 模擬取引事例の取引価格※が実際の相場と大きく乖離し、通常の要因分析を行え

ない場合 

※ 取引価格の記載あり、取引価格の空欄により『指導鑑定士ハンドブック Q＆A』に掲げる

Q14の対応を行った価格、いずれも含む。 

 

2. 例外対応の内容 

別添の財産評価基本通達（以下「評価通達」）の一部改正に伴い国税庁・税務署が

公表した「地積規模の大きな宅地の評価」（評価通達 20-2）を採用して取引価格を算

定してください。 

この例外対応を行った場合において、事例カードを作成する際は、以下の a.及び b.

のご対応をお願いいたします。 

 a. 取引事例カードの取引価格欄は、「模擬取引事例」の価格をそのまま入力。 

 b. 取引事例カードの「その他特記事項欄」には、評価通達 20-2 に基づく価格の

算定根拠を明示してください。 

 

以 上 

  



  

（別添） 



  



  



 


